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研究ノート  
 
 
A Study of Business Education: 
Observations Made Having Accompanied Students from the Kaetsu University 
Faculty of Business Innovation of Study Tours Abroad 
 
古 閑 博 美 
Hiromi KOGA 
 
＜要約＞ 
 平成 25 年夏、2 名の学生を引率しスリランカ研修旅行を実施した。両名は、筆者が顧問を
務める学友会のクラブメンバーである。事前の準備から事後に至るまで、とくに 2 週間のス
リランカ滞在中、学生を日常的に観察する機会となった。ビジネス教育にあたる教員の 1 人
として、日ごろ講義や演習で強調していることがどのように身についているのかいないのか
が確認できた。ビジネス教育を徹底するには、全学的な取り組みが不可欠である。 
 教育の成果を上げるには教育受益者の自発的な成長欲求が期待され、外部の刺激が有効か
つ不可欠である。海外研修はその 1 つとなる。スリランカの人々がかつて日本で学んだ経営
管理方式の 5S 運動は訪問先の企業に導入され、経済効果が見込めるとして定着している。
人事考課の上からは語学力、ビジネスマナーなどが必須である。経営者らの生の声を聞き、
振る舞いに接した学生たちの意識はどのように変容し、あるいはしなかったのであろうか。 
社会でグローバル人材育成への期待が高まるなか、研修旅行から見えてきた学生に必要な
ビジネス教育を考察し、ビジネス創造学部に若干の提案を試みる。 
 
＜キーワード＞ 
海外研修、礼儀作法、ビジネス教育、コミュニケーション、教育的配慮 
Overseas Trip, Manners, Business Education, Communication Skills, Educational Consideration 
 
 
1 はじめに 
2012 年度秋学期のことであるが、本学非常勤講師 佐藤正文氏の講座（ワンアジア財団の
寄付による公開講座「アジア共同体創生へ、アジアの声を聴こう」）を聴講し、スリランカ
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人実業家であるダヤシリ・ワルナクラスーリヤ（Dayasiri Warnakulasooriya）氏にお目にかか
る機会を得た。佐藤講師の紹介で、2013 年 3 月、スリランカを訪問する団体の一員に加えて
いただき、最初の訪問を果たした。そのさいダヤシリ氏から、今度は学生を連れてスリラン
カにいらっしゃいと招待を受けたことから研修旅行を企画し、顧問を務める魅力行動研究同
好会のメンバー2 名（ビジネス創造学部 2 年。当時）の参加を得て同年 8 月に実施した。 
本稿は、スリランカ研修旅行（2013 年 8 月 19 日～9 月 1 日）で学生に観察された言動と、
日常的な教育実践の場での学生の観察を踏まえ、本学の学生に必要なビジネス教育を考察す
る。そのうえで、ビジネス創造学部に若干の提案を試みたい。 
 
2 スリランカの基礎情報 
外務省の各国情報によると、スリランカ民主社会主義共和国（Democratic Socialist Republic 
of Sri Lanka。以下、「スリランカ」という。）の国土は 6 万 5,607 平方キロメートル（北海
道の約 0.8 倍）、人口は約 2,033 万人（2012 年）である。首都はスリ・ジャヤワルダナプラ・
コッテ。民族は、シンハラ人（72.9％）、タミル人（18.0％）、スリランカ・ムーア人（8.0％）
（一部地域を除く値）。言語は公用語（シンハラ語、タミル語）と連結語（英語）。宗教は、
仏教徒（70.0％）、ヒンドゥ教徒（10.0％）、イスラム教徒（8.5％）、ローマン・カトリッ
ク教徒（11.3％）（一部地域を除く値）。国祭日は 2 月 4 日（独立記念日）。 
 
図 1 スリランカ 国土地理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出所：http://www.dtac.jp/asia/srilanka/images/spot₋map.gif（2014 年 10 月 20 日閲覧） 
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在留邦人数は 882 人（2012 年、在スリランカ日本大使館調査）、在日当該国人数は 8,427
人（2011 年 12 月末日現在、法務省）である。 
かつてはセイロンと呼ばれ、日本ではセイロン紅茶が有名である。セイロンはサンスクリ
ット語で「ライオンの島」を意味し、スリランカはシンハラ語で「Sri＝光り輝く」＋「Lanka
＝島」で「光輝く島」を意味する。通貨はルピ―（rupee;Re）。 
 
図 2 スリランカ 国旗 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出所：http://freesozai.jp/itemList.php?category=nation₋flag&page=ntf₋123&type=sozai 
（2014 年 10 月 20 日閲覧） 
 
スリランカの略史は以下のとおりである。 
 
表 1 スリランカ 略史 
年 月 略   史 
紀元前483年 ヴィジャヤ王子（シンハラ族の祖といわれる）スリランカ上陸。シンハラ王朝建設 
紀元前250年 仏教伝来 
紀元1505年 ポルトガル人来航、1658年オランダ人来航。それぞれ海岸地帯を植民地化 
1802年 アミアン条約により、英国が植民地化 
1815年 キャンディ王朝滅亡。全島を英国が植民地化。1948年英連邦内の自治領として独立 
1956年 バンダーラナーヤカ首相就任。シンハラ語を公用語とする公用語法成立。1959年暗殺 
1972年 国名をスリランカ共和国に改称（英連邦内自治領セイロンから完全独立） 
1978年2月 ジャヤワルダナ大統領就任（実権のある大統領制の発足） 
1978年9月 国名をスリランカ民主社会主義共和国に改称 
1983年7月 大
だ い
騒擾
そうじょう
事件。タミル・イーラム解放の虎（LTTE）との内戦本格化 
1984年 首都をスリ・ジャヤワルダナプラ・コッテに遷都（経済的な機能はコロンボに残る） 
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1987年7月 スリランカ・インド平和協定成立。インド平和維持軍（IPKF）がスリランカへ進駐 
1987年11月 憲法改正（シンハラ語及びタミル語を公用語と規定。州評議会制度を導入） 
1989年1月 プレマダーサ大統領就任。1993年5月暗殺。ウィジェートゥンガ大統領就任 
1990年3月 IPKF完全撤退 
1994年11月 大統領選挙、クマーラトゥンガ大統領就任。1999年12月再選 
2001年12月 総選挙で野党統一国民党（UNP）が大勝。ウィクラマシンハ首相就任 
2002年2月 政府とLTTEとの停戦合意成立。9月政府とLTTEとの和平交渉開始 
2003年4月 LTTEによる和平交渉の一時中断の表明。6月スリランカ復興開発に関する東京会議 
2004年4月 総選挙で野党統一人民自由連合（UPFA）が勝利。ラージャパクサ首相就任 
2004年12月 スマトラ沖大地震及びインド洋津波により北西部を除く全ての沿岸が被災し、3万人
以上が犠牲 
2005年11月 ラージャパクサ大統領就任。2010年1月再選 
2008年1月 停戦合意失効。2009年5月政府軍、北部LTTE支配地域を全て奪取。内戦終結 
2010年4月 総選挙で与党統一人民自由連合（UPFA）が圧勝 
出所：外務省、DTAC スリランカ観光情報局資料より古閑作成 
 
 近年、スリランカの経済発展は目覚ましく、日本をはじめ先進諸国との関係強化を重視し、
推進している。2014 年 9 月 8 日には安倍晋三首相が訪問している。主要産業は農業（紅茶、
ゴム、ココナツ、米作）と繊維業で、名目 GDP は 594 億米ドル（2012 年）（世界銀行）、
１人当たり GDP は 2,923 米ドル（2012 年）、GDP 経済成長は 6.4％（2012 年）である。 
 
3 研修の目的と内容 
日本人の海外留学者数は 2004年をピークに減少している（平成 25年 2月 文部科学省集計）。
留学や研修に行きたくとも行けないという場合、①経済、②日程、③学力、④目的、⑤治安、
⑥地理などの事由や条件の不一致が挙げられる。筆者は、自身の経験から折に触れ学生にイ
ンターンシップや語学、交換留学、見聞を広げるなど海外経験を積む良さや必要性を話して
いる。だが、筆者の聞き取りでは海外での体験学習への関心は低い。 
在籍中、学生は自分の殻を破る経験は不可欠といってよいであろうが、その 1 つとなる海
外経験に消極的な態度が見受けられる。上記①～⑥以外⑦自信がなく引っ込み思案などの性
格的事由が挙げられよう。 
筆者の呼びかけに対し、2 名の参加者を得たことを喜ばしく思った。 
 
3.1 目的 
2 名共既にパスポートを持っており、高校時代に海外渡航の経験がある。本研修の目的は、
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スリランカで見聞を広めること、なかでも①異文化間交流、②企業訪問、③ビジネスに必要
な態度能力や魅力行動1) の向上をはかることとした。ダヤシリ氏に研修目的を伝えたところ、
期待以上の内容が提示された。ダヤシリ氏が保証人となり、コロンボ（COLOMBO）市内に
アパートを借りた。それにより、当初の目的を概ね果たすことができた。 
出発にあたり、スリランカの情報取得、パスポートの有効期限の確認、ビザを申請するな
ど指示した。ビザはインターネットで取得できる。学生は英語表記に苦戦したようだが、な
んとか自分で取得した。とはいえ、滞在中も痛感したが、学生たちの文法の基礎知識の不足、
英語への苦手意識は想像以上である。辞書を引き自分で調べることを大儀がる姿は気になる。 
近年、大学英語に文法の基礎知識を学ぶテキストが多く出版されるようになった。小学生
から英語を学ぶ時代ではあるが、本学の学生は英語を苦手とするものが多い。英語力をつけ
るためには文法の基礎を教える必要がある。地道な学習を要求される語学は、1 年次から最
終年次まで積み上げ方式のカリキュラムがあることが望ましいといえる。 
会話しようとする意欲は大事だが、それだけではコミュニケーションは成立しない。そこ
に他者や、文化に対する理解と情報交換の手段となるコミュニケーション力が不可欠である。
将来、ビジネスで使用するきっかけとなる語学力やコミュニケーション力は本学で身につけ
たという学生を育成するためには、「読む、書く、話す、聞く」の「四技能」を基礎から徹
底して訓練する必要がある。インターネットが普及した今日、書く時代の到来といえる。現
代人は毎日のようにメールの受発信を行っているが、これは証拠となるかもしれない文章を
日々やり取りしているといえるほどであり、筆力向上は必須である。 
 
3.2 内容 
まず、旅行の充実に尽力くださったスリランカ実業界の重鎮ダヤシリ氏を紹介したい。ダ
ヤシリ氏は、1960 年、焼き物の技術を学ぶために 21 歳で来日し、7 年間の修行を経てスリラ
ンカに帰国。ミダヤ・セラミックを設立した。日本語は堪能である。1984 年、海外技術者研
修協会（AOTS。現 HIDA）、一般社団法人海外産業人材育成協会のセミナーに参加したこと
で、日本での経験と人脈を生かした日本的経営管理に長けた経営者として成功を収めた 2)。 
コロンボ市内にアパートを借り、学生 2 名と筆者の知人を加えた 4 人で共同生活を送るこ
とになったが、ダヤシリ氏が食器や洗剤、食料等必要な日用品から携帯電話まで整えていて
くださっており、初日から不自由なく生活できる環境であったのは有難いことだった。とは
いえ、現地の食事や暑さに慣れないなか、体調を崩す学生がでた。そのさい、事前に伝えて
いたにもかかわらず保険に加入していなかったことが判明した。ここでもダヤシリ氏にひと
かたならぬお世話になった。インターンシップやこうした海外研修などでは保険加入は必須
である。この学生の安易な態度はその後別の形で見ることになったが、ひとまず体調が回復
し、支障なく活動できるようになったことに安堵した。 
スリランカは、治安に心配がなくタクシーやバスも利用できるが、外出時、どこに行くに
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してもダヤシリ氏または学生たちと同年代の孫であるサンジェさんが付き添ってくれた。と
きにはお抱え運転士を送迎に寄こすなど安全に十分配慮したスリランカ流もてなしを受けた。
主な内容は、以下のとおりである。 
①コロンボ市内：観光、博物館、店舗見学、買い物  
②世界遺産の地ほか：キャンディ、シギリア、ゴール、ピンナワラ（象の孤児院） 
③企業訪問：ケーブル会社、ミダヤグループ、造船所、紅茶工場  
④自宅訪問：ダヤシリ氏の友人・知人宅  
⑤語学研修：英語会話グループレッスン 
⑥その他：ロータリークラブ昼食会、ジャパニーズ・カルチャー・フェスティバル など 
 
4 経験の幅を広げた体験 
古都キャンディ（KANDY）では仏歯寺（世界文化遺産。1988 年登録）に参拝し、敬虔な
仏教徒の姿に接した。神社仏閣、教会などに参拝するさいは観光客であっても作法が求めら
れる。例えば、指定の場所で靴を脱ぐ、脱帽する、仏像など信仰の対象となる事物に背中を
向けないなどである。こうした態度は教養としても必要なものであり、世界中どこであれ無
視できるものではない。日本では注意する人が少なくなったせいか、無作法な振る舞いを見
ることが増えたといえる。学生たちにはその都度事細かに注意を促した。 
無神経で無遠慮な態度は、現地の人というだけでなく心ある人々の顰蹙を買うことになる
であろう。寺院では肌が露出する服装は避けるなど、TPO によって服装、態度、マナーなど
を意識し、的確に振る舞う魅力行動はビジネス教育に必須である。 
シギリア（SIGIRIYA）では、シギリア・ロック（世界文化遺産。1982 年登録）の頂上に
登り、象の孤児院（Pinnawala Elephant’s Orphanage）では象や自然環境保護への取り組みを視
察し、コロンボ市内からゴール（GALLE。世界文化遺産。1988 年登録）に続く高速道路建
設に日本の ODA 援助が与っているなどスリランカの歴史や文化、風土、そして日本との関
係に触れた。高速道路の休憩所は日本を真似て作られていた。建物の外のトイレは無料だが、
休息所内のトイレは有料である。 
語学研修は、これもダヤシリ氏のアドバイスがあり、イギリスの大学を出た女性教師の自
宅で英会話のレッスンを 1 回 90 分計 5 回受講するプログラムを実施した。教師宅のあるマン
ションは市内の高級住宅街にあり、レッスン以外にもスリランカ流もてなしに接する機会とな
った。知識階級に属するといえる女主人はメイドに指示し、紅茶とビスケットを毎回用意して
もてなしてくれた。ほかにも、スリランカの伝統医療といえるアーユルヴェーダを体験した。 
ビジネスや社交では、ダヤシリ氏が会員であることからロータリークラブの定例昼食会に
招かれ、会議と会食の席についた。ダヤシリ氏の自宅に招かれたほか友人の実業家宅に招待
され、懇談と会食の機会を得た。ビジネスに会食はつきものであり、食事のマナーは重視さ
れる。起業家や社会で活躍する人材を育成するビジネス創造学部の主旨からして、和洋のテ
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ーブルマナーを学ぶことは一考に値する。スリランカでは、夕食に招かれるとまず会話や飲
み物を楽しみ、9 時ころから食事になる。パーティでは、テーブルに並べられた料理を自分
で順に皿にとってから着席していただく方式が多い。 
滞在中、ジャパニーズ・カルチャー・フェスティバルが開催され、在日スリランカ大使夫
妻臨席のもと開かれたオープニング・セレモニーに出席した。式次第、社交のありよう、日
本語や日本文化を学ぶスリランカ人の真摯な取り組みに接する機会となった。このような場
では両国の国家が斉唱され、大使や主催者のスピーチが行われる。笑顔で多くの参列者と会
話し、相手の話に耳を傾けたり作品などを鑑賞したりする。性別や年代、立場の異なる人々
との社交体験がビジネス教育には不可欠である。そうした観点からもインターンシップや、
外部講師招聘の制度を活用したい。 
 
5 企業訪問 
企業訪問先は、紅茶農園と製造工場、陶器会社、パッケージ会社、ケーブル会社、造船所
などで、経営者や管理職の人々から直接話を聞くことができた。ケーブル会社では社員食堂
の幹部席で昼食を振る舞われた。幹部席と一般社員の席が異なるといった点に学生は注目し
たであろうか。細かい点に至るまで観察眼を磨く必要がある。 
紅茶農園と製造会社の経営者は別荘に招き、昼食を振る舞ったうえにお土産まで用意して
くださった。昼食の席に蠅が飛んでいたが、学生がそれをやや顔をしかめて手で払うしぐさ
をした。筆者は一瞬その態度は、と気にし、同時にダヤシリ氏の表情を観察した。ダヤシリ
氏はあとで「スリランカは開発途上国ではあるが」といって学生に注意されていた。もっと
もであり、これこそが学びとなる。筆者も諭すように説明したが、自分の慣れ親しんだ文化
を基準に行動し振る舞うことによって相手にどのような印象を与えるか考えなければならな
い。こうした態度を見逃さないのは流石であり、ダヤシリ氏はビジネスマナーに厳しい経営
者であった。 
ビジネスに携わる人に限らないが、相手の振る舞いや一瞬の表情などに対し観察を怠らず
相手の心理を敏感に察知して商談などの駆け引きに生かす人がいる。国際社会では、「喜怒
哀楽」「好き嫌い」などの表現に無防備であってはならないのである。 
グローバル社会の今日、対人関係の結びつきにより高次の知識や認識が求められ、異文化
や歴史理解に裏打ちされた気遣いが必須である。学修や実践から他者理解と配慮の精神を養
いたい。そのためには、本学の留学生と日本人学生との交流は多角的に行うのが望ましい。 
 
6 ビジネス文化 
贈答文化は各国共通といってよいものである。儀礼の観点からも無視できないといえよう。
他国や他校、他人を訪問するさい、大小や値段の多寡ではなく真心の一端を示すものとして
土産がしばしば用意される。ブランド品に限らず地産の名物、土産物の知識は持っていたい
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こととなる。出発前学生に、お世話になるダヤシリ氏に自分の予算内で土産を用意するよう
指示した。1 人では気の利いたものにならなくても 2 人だと、というアイディアを提供した
が、彼らは結局そのようにはしなかった。千円の品物を別々に購入して持参してもよいが、
二千円の品物を購入し「二人の気持ちです。」という方法もあることは学んでおいて損はな
い。こうした学びは、ビジネス創造学部の実学として有効ではあるまいか。 
イギリスやアメリカ、中国など諸外国の大学と提携を結んでいる本学だが、こうした土産
の準備は万全であろうか。学生にデザインや制作を呼びかけ、学内でプレゼンテーションし
たり、学外に投票を呼びかけたりするなどし、よい反響を得たものは商品化を図るなどして
起業家の育成につなげるのだ。ビジネス創造学部にはすでにそうした実績があるが、さまざ
まなアイディアを実現する機会は多ければ多いほどよい。以前、筆者が訪問したタイの泰日
工業大学では、学生が学内で水を売るアイディアを実践していたところ、水ビジネスとして
大学がかかわるようになり大きく展開していた。 
訪問先企業のケーブル会社、陶器会社、パッケージ会社では、日本式経営管理手法である
5S（Seiri, Seiton, Seisou, Seiketsu, Shitsuke）運動が定着していた。取り組みでは本家である日
本を抜いた、といわんばかりの意識が感じられる企業もあったほどである。こうしたニュア
ンスは現地に行かなければわからないことである。肌で感じる空気を実態のあるものとして
確実に捉えるためには問題意識が欠かせない。漫然と物事を見ているようなら問題発見や解
決に至ることはないであろう。 
大学生は学生というだけで世界中どこでもたいてい歓迎してもらえる。日本でも高等教育
機関に在籍し学ぶ者は、知的環境で高度な教育を受ける者としてユニバーサル・アクセス型
となった今でも期待の対象である。それは、学生自ら気づいてほしいことである。 
今日、知の大衆化が進み、そのこと自体は喜ばしいことであるが、一方で知的レベル・好
奇心の低い大学生が生み出されていることは否定できないのである。劇作家の山崎正和氏は
「高学歴・低学力の風潮正せ」と題して教育改革に注文をつけている 3)。今や、多くの大学
で学力低下や行動劣化などが頭を悩ます問題となっている。学生にいかなる知的刺激を与え、
自ら考えて行動する学生を育成するかが課題である。 
ダヤシリ氏に取材したなかで、自社である陶器会社の女性の職人の平均的月給は約 1 万円
ほどであることがわかった。マネージャクラス以上の職位に就いている人はスリランカ人同
士でも連携語の英語を使用している。イギリス統治時代からの習慣が浸透していることから
も、また敬虔な仏教徒が多い国柄からも女性や助けを必要とする人に対する「you first」の精
神やマナーに目を光らせる人が少なくない。学生には、今回見聞きしたこうした事柄の一つ
ひとつをしっかりと消化して欲しいと望んでいる。 
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7 まとめにかえて 
スリランカは日本語教育の普及や国費留学生の受け入れなど、21 世紀東アジア青少年大交
流計画を推進している。治安は安定し、英語が連携語として定着しているほか、日本語教育
にも熱心であることからインターンシップをはじめとして研修や交換留学がしやすい国とい
えよう。スリランカは観光客の倍増計画を練り、経済活動のうえからは先進諸国との関係強
化を重視し推進するなか、日本との関係はより密接になっていくであろう。ダヤシリ氏のよ
うな親日家の多いことも日本人にとって安心感がある。 
長くイギリスの植民地であったスリランカの人々は、イギリス人よりイギリス式マナーを
意識し実践する態度があるといわれる。学生が、ダヤシリ氏から指摘されたことは、挨拶な
ど振る舞いのしかたや服装のマナーであり、英語力であり、社交の態度であった。例えば、
車やエレベータに筆者より先に乗ろうとする態度であるが、いずれもその場で具体的に指摘
し、注意を促す姿勢が印象に残った。 
他人同士が共同生活を送るからには、緊張感を強いられるようなこともあるであろう。で
あるからこそ、知らずしらずストレス耐性を高める効果が期待できることがある。広く世界
で活躍するグローバル人材の育成が叫ばれているが、その一歩は日常生活にあるといえよう。
学生の日常は、キャンパスや教室、家族や地域、アルバイト先や友人関係のなかにある。他
人と協調し、コミュニケーションをはかろうとする態度は、妥協やあきらめからではなく、
真摯に相手の話に耳を傾け、自分の意見を伝えようとするなか育まれていくものではなかろ
うか。そのためには見聞を広める必要がある。 
2 週間のスリランカ旅行を共有した学生のうち 1 人は、その後退学した。筆者は、教壇に
立って以来挨拶の重要性を強調しているが、退学した学生から「挨拶」はなかった。挨拶に
は相手の所に出向いて思いを伝える意味があるが、一抹の寂しさが残った。教育の目的を遂
行するうえで、それを阻害する要因となるものがある。魅力行動としての挨拶は励行する実
践者にいかなる有益をもたらすのか。それらについてより詳細かつ具体的に検証し、今後の
教育活動にいっそう反映させることが課題である。 
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注 
1) 「魅力行動」は「行動の質・量・形・意味に魅力を付与した行動」のこと。古閑博美（2001 年） 
2) 日本航空株式会社（2013 年）「遠い旅路－訪日留学生のその後－」『AGORA August & September 2013』
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（日本航空国際線機内誌）pp.68-75、日本航空株式会社 
3) 「地球を読む」読売新聞、2013 年 4 月 14 日 
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